
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

当市の駐車場は、全てJR駅に隣接しており需要が高く、集約型都市構造の形成のためにも必要な施設である。また、現
在のところ当駐車場事業は黒字であり、他会計からの繰入を必要としない安定的な経営が今後も望めることから、統廃合
は検討していない。

民間活用については、恵み野跨線橋下東・西駐車場が国有地を占用しているため民間委託はできない旨、国より回答を
得ている。また恵み野跨線橋下東・西駐車場は収容台数の問題もあり、他の駐車場と比較し収益性が低いため、これら駐
車場のみ直営し他の駐車場を民間委託することは好ましくない。

しかし、指定管理者制度の導入についてはサウンディング型市場調査の結果や現行の運用でも安定して経営ができてい
る状況の他に駐車場機器更新のタイミング等を考慮し、検討を進める方向性である。
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